
一
、
は
じ
め
に
 
 

平
安
初
期
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』
（
以
下
『
霊
異
記
』
 
 

と
略
称
を
用
い
る
）
 
は
、
古
代
日
本
人
の
宗
教
思
想
を
知
る
上
で
貴
重
 
 

で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
苗
代
の
日
本
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
か
ら
の
 
 

渡
来
人
の
活
動
像
及
び
日
本
人
の
朝
鮮
観
を
調
べ
る
上
で
も
見
逃
せ
な
 
 

い
一
書
で
あ
る
。
『
霊
異
記
』
に
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
と
凡
そ
 
 

そ
の
子
孫
と
見
ら
れ
る
人
々
が
登
場
す
る
説
話
が
多
い
し
、
韓
日
両
国
 
 

の
古
代
関
係
史
の
実
像
を
示
す
内
容
も
一
部
あ
る
。
 
 
 

渡
来
人
が
主
人
公
と
し
て
登
場
す
る
説
話
に
は
、
上
巻
第
四
話
（
円
 
 

勢
二
日
済
系
）
、
上
巻
第
七
話
（
弘
済
・
百
済
系
）
、
上
巻
第
十
二
話
（
道
 
 

登
・
高
句
題
系
）
、
上
巻
第
十
四
話
（
義
覚
・
百
済
系
）
、
上
巻
二
十
六
 
 

話
（
多
羅
常
・
百
済
系
）
が
あ
り
、
朝
鮮
系
ま
た
は
朝
鮮
半
島
経
由
の
 
 

渡
来
人
の
子
孫
と
見
ら
れ
る
人
々
に
は
、
行
善
（
璧
郡
民
・
上
巻
第
六
 
 

『
霊
異
記
』
に
お
け
る
渡
来
人
像
と
朝
鮮
観
に
つ
い
て
 
 

『
霊
異
記
』
 
の
全
百
十
六
話
に
は
、
説
話
の
主
人
公
で
名
前
が
書
か
れ
 
 

な
か
っ
た
り
、
僧
で
出
身
が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
仏
像
が
主
人
公
で
あ
 
 

る
な
ど
の
説
話
が
四
十
八
詰
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
除
く
と
、
渡
来
人
 
 

関
係
の
説
話
は
か
な
り
高
い
比
率
に
上
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
説
話
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
、
そ
こ
に
は
朝
鮮
 
 

半
島
か
ら
の
渡
来
人
の
日
本
に
お
け
る
活
躍
ぶ
り
を
具
に
伝
え
て
お
り
、
 
 

い
わ
⑩
る
「
帰
化
人
史
観
」
と
日
本
と
朝
鮮
諸
国
と
の
関
係
を
華
夷
思
 
 

想
で
提
え
る
意
識
が
見
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
 
 
 

つ
ぎ
に
、
『
霊
異
記
』
の
上
巻
の
景
戒
の
序
に
百
済
か
ら
の
仏
教
の
伝
 
 

来
を
「
浮
来
」
（
学
界
で
は
、
こ
の
「
浮
来
」
を
漢
語
の
「
将
来
」
の
誤
 
 
 

干
岐
・
観
規
（
壬
那
氏
・
下
巻
第
三
十
話
）
な
ど
が
い
る
 
 

話
）
、
道
照
（
船
氏
・
上
巻
第
二
十
二
話
・
第
二
十
八
話
）
、
行
基
 
（
高
 
 

志
氏
・
中
巻
第
七
詣
・
第
二
十
九
話
そ
の
他
）
、
智
光
（
鋤
田
連
氏
・
中
 
 

巻
第
七
話
）
、
永
興
（
葦
屋
君
氏
・
下
巻
第
一
話
・
第
二
話
）
、
三
間
名
 
 
 

光
 
林
 
 

○  （
1
）
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り
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
）
と
表
現
し
、
上
巻
第
五
話
に
百
済
を
r
隣
 
 

国
」
と
呼
ん
だ
点
な
ど
も
注
目
に
催
す
る
。
 
 

『
日
本
書
紀
』
を
始
め
、
日
本
の
古
代
史
著
、
辞
令
法
な
ど
で
は
、
対
 
 

朝
鮮
諸
国
関
係
を
自
国
中
心
主
義
の
立
場
か
ら
一
貫
し
て
宗
主
国
ど
朝
 
 

貢
国
と
の
上
下
関
係
と
し
て
設
定
し
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
文
物
と
人
間
 
 

の
渡
来
を
ほ
と
ん
ど
「
献
上
」
「
帰
化
」
等
の
表
現
を
使
っ
て
記
述
し
て
 
 

い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
『
霊
異
記
』
の
上
記
の
表
現
な
ど
は
、
明
ら
 
 

か
に
異
な
る
立
場
を
見
せ
て
い
る
。
 
 

『
霊
異
記
』
の
渡
来
人
関
係
説
話
お
よ
び
朝
鮮
関
係
記
事
に
見
ら
れ
る
 
 

以
上
の
よ
う
な
特
徴
は
、
渡
来
人
と
係
わ
り
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
本
書
 
 

2
）
 

の
撰
者
景
戒
の
出
自
と
生
活
環
境
と
も
関
係
は
あ
ろ
う
、
よ
り
本
質
 
 

的
な
問
題
は
次
の
二
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

第
一
、
仏
教
が
朝
鮮
半
島
を
通
し
て
日
本
に
伝
来
し
、
仏
教
受
容
の
 
 

初
期
に
大
陸
か
ら
渡
来
し
た
人
々
が
そ
の
伝
描
と
普
及
の
主
な
担
い
手
 
 

と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
、
既
に
研
究
者
 
 

た
ち
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
は
も
ち
ろ
 
 

ん
平
安
初
期
に
か
け
て
も
、
仏
教
史
上
注
目
す
べ
き
人
物
に
は
渡
来
人
 
 

（
3
）
 
 

と
そ
の
子
孫
が
多
か
っ
た
。
『
霊
異
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
平
安
初
期
ま
で
 
 

は
朝
鮮
半
島
の
文
化
の
影
響
が
か
な
り
残
り
、
社
会
に
渡
来
人
に
ま
つ
 
 

わ
る
説
話
や
事
蹟
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
 
 

社
会
背
景
を
考
え
る
と
、
本
書
に
渡
来
人
関
係
説
話
が
多
く
現
れ
る
の
 
 

は
当
然
な
こ
と
と
も
言
え
る
。
 
 
 

第
二
、
本
書
の
序
に
よ
っ
て
見
る
か
ぎ
り
、
景
戒
は
中
国
の
仏
教
説
 
 

話
集
に
な
ら
っ
て
日
本
の
奇
事
や
現
報
讃
を
集
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
仏
 
 

法
の
応
報
と
表
柑
の
価
値
意
識
を
呈
示
し
、
現
世
の
行
動
規
範
と
し
よ
 
 

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
編
纂
意
図
に
は
激
動
す
る
時
代
 
 

に
対
す
る
危
機
意
識
と
仏
法
原
理
の
普
遍
性
に
対
す
る
確
信
が
同
時
に
 
 

存
在
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
撰
者
景
戒
は
『
霊
異
記
』
の
 
 

中
で
民
衆
僧
と
し
て
の
行
基
に
対
す
る
尊
敬
と
支
持
の
態
度
を
見
せ
て
 
 

お
り
、
彼
自
身
も
有
力
氏
族
ま
た
は
有
力
戸
主
の
出
で
は
あ
る
が
社
会
 
 

の
支
配
層
側
と
は
一
定
の
距
離
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
 
 

な
点
か
ら
、
景
戒
が
当
時
の
支
配
者
層
に
存
在
し
て
い
た
朝
鮮
諸
国
を
 
 

蕃
国
祝
す
る
風
潮
に
捉
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
社
会
の
一
般
人
の
持
 
 

っ
て
い
た
渡
来
人
像
と
朝
鮮
観
を
あ
り
の
ま
ま
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
 
 
 

事
実
、
苗
代
日
本
人
の
朝
鮮
観
は
、
大
き
く
見
て
l
一
つ
の
異
な
る
様
 
 

相
を
帯
び
て
い
た
。
一
つ
は
、
朝
鮮
諸
国
に
対
す
る
優
越
感
と
蔑
視
の
 
 

感
情
・
意
識
で
あ
り
、
こ
れ
は
支
配
者
層
の
国
家
意
識
と
対
外
意
識
が
 
 

鮮
明
に
現
れ
て
い
る
『
日
本
書
紀
』
『
続
日
本
記
』
な
ど
の
史
書
、
「
養
 
 

老
令
」
「
大
宝
令
」
『
令
義
解
』
な
ど
の
律
令
法
や
そ
の
注
釈
書
な
ど
に
 
 

多
く
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
感
情
・
意
識
は
朝
鮮
半
島
 
 

統
一
後
の
新
羅
に
対
し
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
朝
鮮
諸
国
 
 

に
対
す
る
親
近
感
と
朝
鮮
の
文
物
に
対
す
る
憧
憤
の
感
情
・
意
識
で
あ
 
 

り
、
こ
れ
は
『
風
土
記
』
や
『
万
葉
集
』
『
懐
風
葬
』
『
文
革
秀
麗
集
』
な
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ど
の
詩
文
学
、
寺
社
の
縁
起
、
説
話
や
民
間
の
伝
承
な
ど
に
現
れ
る
場
 
 

合
が
多
い
。
苗
代
日
本
人
の
朝
鮮
観
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
相
反
す
る
 
 

感
情
・
意
識
が
混
在
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
葛
藤
と
相
剋
を
繰
り
返
し
 
 

た
と
見
ら
れ
る
。
本
書
で
取
り
上
げ
る
『
霊
異
記
』
は
、
す
な
わ
ち
後
 
 

者
の
場
合
の
朝
鮮
観
を
代
表
す
る
一
書
と
で
も
い
え
よ
う
。
 
 
 

次
に
、
本
文
で
『
霊
異
記
』
の
渡
来
人
関
係
説
話
と
朝
鮮
関
係
記
事
 
 

を
具
体
的
に
論
及
し
な
が
ら
、
本
書
に
お
け
る
渡
来
人
像
と
朝
鮮
観
に
 
 

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
 
 

l
「
本
文
 
 
 

『
霊
異
記
』
に
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
と
明
記
し
た
人
物
は
五
人
で
 
 

あ
る
。
そ
の
中
で
、
円
勢
（
上
巻
第
四
話
）
、
弘
済
（
上
巻
第
七
話
）
、
義
 
 

覚
（
上
巻
第
十
四
話
）
多
羅
常
（
上
巻
第
二
十
六
話
）
等
は
百
済
か
ら
 
 

の
渡
来
僧
で
あ
り
、
道
登
（
上
巻
第
十
二
話
）
は
原
文
に
「
高
麗
学
生
 
 

道
登
者
元
興
寺
沙
門
也
。
出
自
山
背
恵
満
之
家
」
と
書
い
て
あ
る
よ
う
 
 

に
、
高
句
麗
と
い
う
出
目
は
は
っ
き
り
す
る
が
、
ど
う
も
渡
来
人
一
世
 
 

で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
以
上
の
五
人
の
中
で
、
道
登
が
『
日
本
書
紀
』
 
 

『
扶
桑
略
記
』
『
宇
治
橋
断
碑
』
（
現
存
）
に
記
録
が
見
え
る
が
、
他
の
四
 
 

人
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
撰
者
景
戒
が
全
く
虚
構
の
人
物
を
取
り
 
 

上
げ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
当
時
、
社
会
に
伝
わ
っ
て
い
た
渡
来
人
関
 
 

係
の
説
話
を
適
当
に
撰
載
し
た
思
わ
れ
る
。
 
 
 

以
上
の
五
人
は
説
話
の
中
で
い
ず
れ
も
有
徳
の
憎
か
、
先
知
・
非
凡
 
 

の
能
力
を
具
し
た
人
物
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
 
 

（
4
）
 
 
 

上
巻
第
四
話
の
中
の
円
勢
は
同
じ
寺
（
高
宮
寺
）
 
に
い
る
頗
覚
法
師
 
 

が
聖
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
事
を
予
知
し
て
い
る
。
こ
の
説
話
の
テ
ー
 
 

マ
は
、
「
聖
人
は
聖
を
知
り
、
凡
人
は
知
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
あ
る
。
頗
 
 

覚
が
聖
で
あ
る
こ
と
は
、
凡
人
の
優
婆
塞
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
円
 
 

勢
は
見
抜
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
百
済
僧
の
円
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
て
 
 

い
る
。
こ
の
説
話
が
聖
徳
太
子
の
「
片
岡
飢
者
説
話
」
と
並
列
し
て
あ
 
 

る
と
こ
ろ
に
も
意
味
が
あ
る
。
上
記
の
説
話
の
テ
ー
マ
も
「
聖
人
は
聖
 
 

を
知
り
、
凡
人
は
知
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
 
 

の
理
を
説
明
す
る
事
例
と
し
て
聖
徳
太
子
と
円
勢
法
師
を
取
り
上
げ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

上
巻
第
七
話
の
中
の
弘
済
は
非
常
に
有
徳
な
僧
で
あ
る
。
百
済
救
援
 
 

に
参
加
し
た
備
後
国
三
谷
郡
の
大
領
の
先
祖
の
要
請
に
よ
っ
て
来
日
し
 
 

（
■
1
）
 
 

た
禅
師
弘
済
は
、
三
谷
寺
を
始
め
多
く
の
寺
院
を
建
て
、
各
地
の
人
々
 
 

に
尊
敬
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
京
に
上
っ
て
仏
像
の
造
立
に
使
う
金
丹
を
 
 

入
手
し
て
三
谷
寺
に
帰
る
途
中
難
波
の
津
で
亀
四
匹
を
買
っ
て
海
に
放
 
 

っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
船
に
乗
っ
て
海
を
渡
る
途
中
、
欲
心
を
起
こ
し
た
 
 

丹
人
達
に
よ
っ
て
海
に
沈
め
ら
れ
た
が
、
難
波
の
津
で
放
生
し
た
亀
に
 
 

助
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
盗
ん
だ
金
丹
を
売
る
た
め
三
谷
寺
を
訪
れ
た
 
 

舟
人
た
ち
を
、
弘
済
は
刑
罰
を
加
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
仏
像
や
塔
 
 

が
完
成
し
、
供
養
が
終
わ
る
と
、
弘
済
は
海
辺
に
住
み
、
往
来
の
人
び
 
 

と
を
教
化
し
た
。
こ
の
説
話
は
亀
の
応
報
欝
が
そ
の
骨
子
と
な
っ
て
い
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る
が
、
そ
れ
は
中
国
の
仏
教
説
話
集
『
冥
報
記
』
の
中
の
楊
州
の
厳
恭
 
 

の
説
話
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
わ
ざ
と
 
 

百
済
出
身
の
高
僧
伝
の
形
を
取
っ
た
と
こ
ろ
に
当
時
の
日
本
社
会
に
お
 
 

け
る
朝
鮮
諸
国
出
身
の
僧
た
ち
の
名
声
の
高
さ
が
窺
え
る
。
ち
な
み
に
、
 
 

『
日
本
書
紀
』
『
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
関
記
』
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
『
聖
 
 

徳
太
子
伝
暦
』
な
ど
に
見
え
る
「
慧
慈
悲
歎
説
話
」
は
、
高
句
麗
の
慧
 
 

慈
を
登
場
せ
し
め
、
そ
の
口
を
籍
り
て
太
子
が
「
聖
人
」
で
あ
る
事
を
 
 

表
白
せ
し
め
て
い
る
。
慧
慈
は
、
飛
鳥
時
代
の
仏
教
興
隆
の
中
心
で
あ
 
 

る
法
興
寺
に
住
し
、
「
三
宝
之
棟
梁
」
と
さ
れ
た
が
、
当
時
の
代
表
的
・
 
 

指
導
的
な
異
国
の
倍
に
よ
っ
て
、
聖
徳
太
子
の
超
人
間
的
卓
越
性
を
表
 
 

そ
う
と
し
た
の
が
「
慧
慈
悲
歎
説
話
」
の
意
図
で
あ
る
。
こ
れ
も
上
記
 
 

の
事
実
の
一
つ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

上
巻
第
十
二
話
の
遺
登
は
、
大
化
元
年
に
十
師
の
一
人
に
選
ば
れ
て
 
 

い
る
人
で
も
あ
る
。
『
日
本
書
紀
』
白
雉
元
年
l
一
月
条
に
よ
れ
ば
、
地
方
 
 

か
ら
白
雉
が
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
時
、
道
登
が
高
句
麗
国
の
白
虎
薗
寺
 
 

の
由
来
を
説
き
、
白
雉
も
瑞
祥
で
あ
る
と
奏
上
し
た
と
い
う
。
説
話
の
 
 

（
占
）
 
 

中
で
、
元
興
寺
の
学
問
僧
道
登
は
宇
治
橋
架
橋
の
時
に
奈
良
山
の
谷
間
 
 

に
あ
っ
て
、
い
つ
も
往
来
の
人
や
獣
に
踏
ま
れ
て
い
た
濁
牒
を
哀
れ
み
 
 

に
思
い
、
従
者
の
万
侶
に
命
じ
て
拾
い
上
げ
て
木
の
上
に
置
か
せ
た
。
そ
 
 

の
年
の
大
晦
日
の
日
に
人
に
変
わ
っ
た
濁
健
が
恩
返
し
に
現
れ
て
万
侶
 
 

に
御
馳
走
を
し
、
自
分
が
兄
に
害
さ
れ
た
経
緯
を
語
る
。
こ
こ
で
道
登
 
 

は
有
徳
な
憎
で
あ
る
ば
か
り
で
ほ
な
く
、
土
木
技
術
者
で
も
あ
る
。
上
 
 

巻
第
七
話
の
弘
済
が
寺
院
と
仏
像
の
造
立
者
で
あ
り
、
上
巻
第
二
十
六
 
 

話
の
多
羅
常
が
医
術
に
長
け
て
い
た
の
を
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
渡
来
僧
た
 
 

ち
が
仏
教
ば
か
り
で
は
な
く
、
各
種
の
先
進
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た
 
 

か
、
あ
る
い
は
各
種
の
技
術
集
団
を
伴
っ
て
来
日
し
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

上
巻
第
十
四
話
の
義
覚
は
百
済
が
滅
び
た
後
、
日
本
に
渡
り
難
波
の
 
 

百
済
寺
に
住
ん
で
い
た
。
そ
の
彼
は
同
寺
の
僧
た
ち
に
と
っ
て
、
一
夜
 
 

に
『
般
若
心
経
』
を
百
遍
ば
か
り
諭
し
神
通
力
を
身
に
つ
け
た
、
不
思
 
 

議
な
存
在
で
あ
っ
た
。
 
 
 

上
巻
第
二
十
六
話
の
多
羅
常
は
百
済
出
身
の
輝
師
で
、
大
和
の
高
市
 
 

（
－
）
 
 

郡
に
あ
る
法
器
山
寺
に
住
ん
で
い
た
。
冗
術
に
よ
っ
て
病
者
を
蘇
ら
せ
 
 

る
の
で
名
声
が
遠
く
ま
で
伝
わ
り
、
多
く
の
人
々
が
帰
依
し
敬
い
、
天
 
 

皇
も
尊
敬
し
て
常
に
供
養
し
た
。
 
 

『
霊
異
記
』
に
は
、
僧
侶
で
名
前
と
出
身
が
分
か
る
の
が
三
十
余
名
登
 
 

場
す
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
こ
れ
ら
の
渡
来
僧
と
渡
来
人
の
子
孫
と
見
 
 

ら
れ
る
僧
た
ち
の
名
声
は
断
然
と
高
い
の
で
あ
る
。
行
基
は
も
ち
ろ
ん
 
 

の
こ
と
、
上
巻
第
六
話
の
行
書
、
上
巻
第
二
十
二
話
、
第
二
十
八
話
の
 
 

遺
照
、
中
巻
第
七
話
の
智
光
、
下
巻
第
一
話
二
第
二
話
の
永
興
、
下
巻
 
 

第
三
十
話
の
勧
規
等
も
有
名
な
僧
で
あ
る
。
 
 
 

行
善
は
一
名
河
辺
法
師
と
呼
ば
れ
高
麗
に
留
学
し
、
遣
唐
使
に
も
選
 
 

ば
れ
て
唐
の
皇
帝
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
彼
は
高
麗
に
留
学
し
て
い
た
際
、
 
 

困
境
に
出
会
い
観
音
菩
薩
に
す
が
っ
て
祈
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
世
で
 
 

果
報
を
得
る
。
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道
照
は
勅
命
を
奉
じ
て
、
仏
法
を
求
め
る
た
め
に
唐
に
渡
り
、
高
僧
 
 

玄
共
と
巡
り
合
っ
て
弟
子
と
な
る
。
帰
国
後
、
あ
ま
ね
く
各
地
を
遊
歴
 
 

し
、
仏
法
を
広
め
、
人
々
を
教
化
し
た
。
臨
終
に
際
し
て
は
、
光
を
放
 
 

つ
奇
瑞
を
示
し
て
大
往
生
を
遂
げ
る
。
 
 
 

智
光
は
生
ま
れ
つ
き
貿
く
、
智
恵
第
一
と
言
わ
れ
、
多
く
の
仏
経
の
 
 

注
釈
書
を
作
り
、
学
生
た
ち
に
仏
法
を
教
え
た
。
行
基
が
大
僧
正
に
任
 
 

じ
ら
れ
、
天
皇
に
重
用
さ
れ
る
と
嫉
妬
し
た
た
め
に
、
現
世
で
閣
魔
王
 
 

富
に
行
き
、
地
獄
の
苦
を
受
け
て
か
ら
行
基
が
本
当
の
聖
人
で
あ
る
事
 
 

を
知
る
。
 
 
 

禅
師
永
興
は
海
辺
の
人
々
に
仏
法
を
教
え
導
き
、
彼
ら
か
ら
菩
薩
と
 
 

呼
ば
れ
て
い
た
。
 
 
 

勧
規
は
生
ま
れ
つ
き
手
先
が
器
用
で
、
同
時
に
多
く
の
学
才
あ
る
僧
 
 

た
ち
を
統
括
し
て
い
た
。
彼
は
死
ん
で
二
日
後
に
生
き
返
り
、
生
前
に
 
 

仕
残
し
た
十
一
面
観
音
著
薩
の
木
像
の
完
成
を
弟
子
た
ち
に
頼
む
立
派
 
 

な
僧
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
渡
来
人
の
家
系
を
引
く
僧
た
ち
は
、
そ
の
祖
先
た
ち
が
来
日
 
 

し
て
既
に
時
間
が
立
ち
、
彼
ら
の
日
本
化
も
か
な
り
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
 
 

う
か
ら
、
そ
の
家
系
に
こ
だ
わ
っ
て
朝
鮮
諸
国
と
の
つ
な
が
り
ば
か
り
 
 

強
調
す
る
の
は
無
理
な
こ
と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
渡
来
人
と
そ
の
子
 
 

孫
た
ち
が
長
い
間
、
自
分
た
ち
の
出
自
を
意
識
し
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島
 
 

の
先
進
文
化
の
伝
来
と
受
容
の
先
頭
に
立
ち
、
社
会
の
指
導
的
地
位
を
 
 

占
め
、
日
本
と
中
国
大
陸
と
朝
鮮
諸
国
と
の
問
の
橋
渡
し
の
役
割
を
演
 
 

じ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
 
 

『
霊
異
記
』
と
ほ
ぼ
同
年
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
新
撰
姓
氏
銀
』
に
畿
内
 
 

の
主
な
氏
族
一
、
一
八
二
氏
の
家
系
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
 
 

で
「
諸
蕃
」
（
漠
・
百
済
・
高
句
麗
・
新
羅
－
任
那
）
に
入
る
氏
姓
は
三
 
 

二
五
氏
、
そ
れ
に
巻
末
の
祖
先
の
は
っ
き
り
し
な
い
「
未
定
雑
姓
」
一
 
 

一
七
氏
の
中
に
も
「
諸
蕃
」
と
思
わ
れ
る
氏
姓
が
五
十
氏
ほ
ど
混
じ
っ
 
 

て
い
る
か
ら
、
結
局
「
諸
蕃
」
は
三
八
〇
氏
近
く
な
る
。
こ
の
『
新
撰
 
 

姓
氏
録
』
 
の
家
系
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
本
 
 

書
が
編
纂
さ
れ
た
当
時
、
畿
内
の
有
名
氏
族
の
中
の
相
当
の
部
分
が
大
 
 

陸
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
の
子
孫
で
あ
り
、
彼
ら
も
ま
た
そ
の
出
 
 

自
を
意
識
し
て
い
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
 
 
 

仏
法
を
学
び
に
上
記
の
行
善
が
高
句
麗
に
留
学
し
、
道
照
が
唐
に
渡
 
 

っ
た
の
も
、
古
代
の
日
本
に
お
け
る
渡
来
人
と
そ
の
子
孫
た
ち
の
特
殊
 
 

な
位
置
を
物
語
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
在
来
の
日
本
人
よ
り
外
の
世
界
 
 

に
対
し
て
比
較
的
に
明
る
く
、
ま
た
外
と
の
血
線
的
・
文
化
的
つ
な
が
 
 

り
を
保
っ
て
い
た
た
め
、
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の
先
進
文
化
を
自
ら
日
本
 
 

に
伝
来
し
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
受
容
の
先
頭
に
立
ち
、
そ
れ
を
背
景
 
 

に
社
会
の
指
導
的
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
 
 

の
よ
う
な
こ
と
は
、
遠
隔
・
通
庸
便
、
遥
新
羅
使
及
び
遣
勘
海
優
に
も
 
 

多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
推
古
十
六
年
（
六
〇
八
）
に
小
野
妹
子
に
 
 

従
っ
て
遣
隋
使
に
行
っ
た
高
向
玄
樫
（
高
向
漢
人
玄
樫
）
・
僧
受
（
新
漢
 
 

人
支
）
・
南
淵
漢
人
請
安
ら
は
後
に
「
大
化
の
改
新
」
の
ブ
レ
ー
ン
を
勤
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（
8
）
 
 

め
る
が
、
彼
ら
は
渡
来
人
の
子
孫
で
あ
っ
た
。
全
部
で
十
五
回
の
通
勤
 
 

海
使
に
も
高
元
度
（
第
四
回
）
、
陽
候
玲
謬
（
第
五
回
）
、
高
麗
大
山
（
第
 
 

六
回
）
、
高
麗
殿
嗣
（
第
九
回
）
ら
の
渡
来
系
の
人
々
正
使
と
し
て
加
 
 

わ
っ
て
い
た
。
 
 
 

史
学
者
井
上
光
貞
氏
は
論
文
「
王
仁
の
後
裔
氏
族
と
其
の
仏
教
 
－
上
 
 

代
仏
教
と
帰
化
人
の
関
係
に
就
い
て
の
一
考
察
 
－
 
」
の
申
で
、
王
仁
の
 
 

後
商
氏
族
の
特
性
に
つ
い
て
（
イ
）
大
陸
・
半
島
と
の
交
渉
の
持
続
、
（
ロ
）
 
 

大
陸
・
半
島
の
宗
教
・
風
俗
の
保
持
、
（
ハ
）
大
陸
の
智
的
文
化
の
伝
達
 
 

と
規
定
し
て
い
た
が
、
多
く
の
渡
来
氏
族
の
場
合
こ
の
よ
う
な
特
性
を
 
 

持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
渡
来
系
の
人
々
 
 

が
た
だ
大
陸
の
文
化
を
伝
達
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
日
本
の
歴
史
 
 

と
文
化
の
創
造
に
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

以
上
、
『
霊
異
記
』
の
渡
来
人
関
係
説
話
を
調
べ
て
み
た
わ
け
で
あ
る
 
 

が
、
そ
こ
に
は
彼
ら
の
事
蹟
が
詳
し
く
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
一
側
面
で
 
 

は
あ
る
が
苗
代
の
一
般
の
日
本
人
の
持
っ
て
い
た
渡
来
人
俊
と
朝
鮮
観
 
 

が
窺
え
た
。
 
 
 

本
書
の
上
巻
の
景
戒
の
序
に
百
済
か
ら
の
仏
教
の
伝
来
を
「
浮
来
」
と
 
 

表
現
し
、
上
巻
第
五
話
に
百
済
を
「
隣
国
」
と
呼
ん
だ
の
も
、
一
般
の
 
 

日
本
人
の
朝
鮮
観
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
既
に
渡
来
人
関
係
説
 
 

話
か
ら
、
古
代
の
日
本
に
お
い
て
渡
来
人
は
大
陸
と
朝
鮮
半
島
の
先
進
 
 

文
化
の
伝
達
者
で
あ
り
、
社
会
の
指
導
的
位
置
を
占
め
、
人
々
か
ら
信
 
 

頼
と
尊
敬
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
 
 

類
推
し
て
同
時
代
の
多
く
の
人
々
は
、
中
国
大
陸
と
同
じ
く
朝
鮮
半
島
 
 

を
文
化
的
先
進
地
域
と
し
て
認
識
し
て
朝
鮮
の
文
物
に
対
し
て
憧
憬
の
 
 

感
情
・
意
識
を
抱
き
、
王
権
と
王
権
と
間
の
国
家
観
七
複
雑
な
恩
讐
の
 
 

関
係
と
は
別
の
次
元
か
ら
朝
鮮
諸
国
に
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
 
 

る
と
思
う
。
『
日
本
書
紀
』
『
続
日
本
記
』
な
ど
の
古
代
史
署
は
、
渡
来
 
 

人
お
よ
び
朝
鮮
関
係
記
事
を
相
当
多
く
載
せ
て
は
い
る
が
、
辞
令
時
代
 
 

の
支
配
者
層
の
絶
対
国
家
観
と
華
夷
思
想
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
 
 

の
で
そ
こ
か
ら
渡
来
人
の
役
割
と
存
在
意
義
、
朝
鮮
諸
国
と
日
本
と
の
 
 

関
係
の
実
像
を
問
う
の
は
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
 
 
 

渡
来
人
像
を
め
ぐ
る
一
般
民
衆
と
支
配
者
層
と
の
間
の
視
覚
の
差
異
 
 

を
反
映
し
た
典
型
的
な
例
が
天
日
槍
渡
来
伝
説
で
あ
る
。
 
 
 

天
日
槍
渡
来
伝
説
は
、
紀
元
前
後
に
朝
鮮
半
島
の
弁
韓
地
域
か
ら
の
 
 

鍛
冶
技
能
集
団
の
渡
来
を
反
映
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
天
日
槍
を
始
祖
 
 

と
す
る
出
石
種
族
ほ
但
馬
、
播
磨
、
淡
路
、
近
江
、
若
狭
、
摂
津
、
筑
 
 

前
、
豊
前
、
肥
前
等
に
渡
り
、
広
大
な
分
布
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
種
 
 

族
か
ら
田
道
間
守
、
清
彦
、
神
功
皇
后
の
母
君
ら
が
出
て
お
り
、
日
本
 
 

神
話
と
の
深
い
関
係
が
窺
え
る
。
 
 
 

天
日
槍
渡
来
伝
説
は
、
『
記
紀
』
や
『
風
土
記
』
に
見
え
る
が
、
そ
の
 
 

内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
 
 

『
風
土
記
』
（
こ
の
伝
説
は
「
播
磨
風
土
記
」
に
出
て
い
る
）
で
は
神
代
 
 

の
事
と
し
て
語
ら
れ
彼
は
天
日
槍
命
と
し
て
、
大
汝
命
と
相
競
う
強
力
 
 

な
神
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
が
韓
国
か
ら
播
磨
の
芋
頑
河
ま
で
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来
て
葦
原
志
挙
乎
命
に
宿
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
海
中
な
ら
ば
良
い
と
許
 
 

し
た
の
で
、
天
日
槍
命
は
剣
で
海
水
を
か
い
て
宿
っ
た
。
大
汝
は
大
い
 
 

に
恐
れ
、
先
に
国
を
占
領
し
よ
う
と
播
磨
を
巡
っ
て
粒
の
丘
に
上
り
、
食
 
 

事
を
し
た
が
口
か
ら
飯
が
落
ち
た
の
で
「
粒
丘
」
と
い
う
地
名
と
な
っ
 
 

た
。
ま
た
宍
禾
郡
の
奪
谷
は
天
日
槍
と
大
汝
が
谷
を
奪
い
合
っ
た
地
と
 
 

伝
え
、
御
方
の
里
の
条
で
は
こ
の
二
神
が
土
地
を
奪
い
合
い
、
各
々
黒
 
 

葛
三
本
を
足
に
著
け
て
投
げ
た
と
こ
ろ
、
大
汝
の
一
本
は
但
馬
の
気
多
 
 

郡
、
一
本
は
夜
夫
郡
、
一
本
は
そ
の
村
に
落
ち
た
が
、
天
日
槍
の
は
三
 
 

本
と
も
但
馬
に
落
ち
た
た
め
お
の
お
の
そ
こ
を
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
 
 

と
伝
え
る
。
こ
の
伝
説
は
出
石
人
と
出
雲
人
と
の
勢
力
争
い
を
神
格
化
 
 

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
 
 

『
古
事
記
』
で
は
応
神
天
皇
の
段
に
天
之
日
矛
の
名
で
見
え
る
。
そ
こ
 
 

に
は
、
天
之
日
矛
は
新
羅
の
王
子
で
、
日
本
へ
は
逃
げ
た
妻
を
探
し
て
 
 

来
る
。
天
之
日
矛
は
日
光
感
精
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
女
を
妻
に
し
た
が
、
 
 

そ
の
妻
ほ
夫
の
悪
口
に
耐
え
ら
れ
な
く
て
、
小
舟
に
乗
っ
て
こ
っ
そ
り
 
 

祖
国
で
あ
る
日
本
へ
逃
げ
帰
り
、
難
波
に
留
ま
っ
た
。
こ
れ
が
難
波
の
 
 

比
売
許
曽
根
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
阿
加
流
比
売
神
で
あ
る
。
天
之
日
 
 

矛
は
、
妻
が
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
早
速
後
を
追
っ
て
 
 

渡
来
し
難
波
に
上
陸
し
よ
う
と
し
た
が
、
渡
し
の
神
に
遮
ら
れ
た
の
で
 
 

多
遅
摩
国
（
但
馬
国
）
 
に
留
ま
り
、
そ
の
地
の
女
前
津
見
と
婚
し
て
子
 
 

孫
を
残
し
た
。
ま
た
披
は
珠
・
比
礼
・
鏡
な
ど
八
種
の
神
宝
を
持
参
し
、
 
 

そ
れ
は
出
石
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
 
 

『
日
本
書
紀
』
で
は
垂
仁
天
皇
三
年
の
春
の
条
に
天
日
槍
の
来
日
を
伝
 
 

え
て
い
る
。
天
日
槍
が
船
に
乗
っ
て
播
磨
国
の
宍
禾
の
呂
に
来
た
の
で
、
 
 

天
皇
が
臣
下
を
派
遣
し
て
調
べ
て
み
る
と
、
彼
は
自
分
は
新
羅
国
の
王
 
 

子
で
あ
る
が
日
本
の
国
に
聖
皇
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
国
を
弟
に
 
 

任
せ
て
来
た
と
申
し
、
珠
刀
・
槍
・
熊
の
神
前
・
鏡
な
ど
を
奉
っ
た
。
天
 
 

皇
は
天
日
槍
に
播
磨
国
の
宍
禾
の
邑
と
淡
躇
の
島
の
出
浅
の
邑
の
二
つ
 
 

の
中
か
ら
好
き
な
所
に
住
む
よ
う
に
と
言
わ
れ
、
天
日
槍
は
自
分
で
諸
 
 

国
を
巡
り
見
て
住
所
を
選
び
た
い
と
願
い
出
て
許
さ
れ
た
の
で
、
宇
頭
 
 

河
を
遡
っ
て
北
の
方
の
近
江
の
吾
名
の
邑
に
入
っ
て
暫
く
住
み
、
ま
た
 
 

近
江
か
ら
若
狭
の
酎
を
経
て
西
の
但
馬
の
国
に
至
り
そ
こ
で
そ
の
地
の
 
 

女
麻
多
烏
を
め
ど
っ
て
定
着
し
た
。
そ
の
子
孫
に
清
彦
、
田
道
間
守
等
 
 

が
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
『
風
土
記
』
で
は
天
日
槍
の
来
日
を
神
代
の
事
と
し
、
 
 

披
は
大
汝
と
戦
い
な
が
ら
但
馬
の
国
に
定
着
す
る
が
、
『
古
事
記
』
で
は
 
 

妻
を
追
い
か
け
て
日
本
へ
渡
り
、
渡
し
の
神
に
遮
ら
れ
て
妻
に
会
え
ず
 
 

但
属
国
に
留
ま
る
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
天
日
槍
が
天
皇
の
聖
徳
を
従
っ
 
 

て
来
日
す
る
こ
と
に
な
る
。
『
風
土
記
』
は
播
磨
の
国
に
伝
わ
っ
て
い
た
 
 

原
初
的
説
話
を
載
せ
、
『
記
紀
』
で
は
政
治
的
潤
色
が
な
さ
れ
た
事
は
比
 
 

較
的
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

天
日
槍
渡
来
伝
説
が
示
す
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
渡
来
人
の
来
 
 

日
の
流
れ
は
既
に
日
本
の
民
族
国
家
が
形
成
す
る
前
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
 
 

し
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
日
本
の
民
族
と
国
家
の
形
成
に
加
わ
っ
た
こ
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と
も
動
か
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
日
 
 

本
と
朝
鮮
半
島
と
の
通
交
ほ
日
本
の
王
権
が
確
立
し
た
後
の
神
功
皇
后
 
 

の
三
韓
出
征
後
に
始
ま
り
、
両
者
の
関
係
は
始
終
日
本
側
が
優
位
を
占
 
 

め
、
日
本
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
人
的
・
文
物
の
渡
来
を
主
体
的
に
、
選
 
 

別
的
に
受
け
入
れ
た
と
記
述
し
、
後
の
史
書
も
概
ね
こ
の
よ
う
な
記
述
 
 

を
踏
襲
し
た
の
で
、
日
本
の
古
代
史
書
だ
け
に
頼
っ
て
は
渡
来
人
の
役
 
 

割
と
存
在
価
値
及
び
韓
日
関
係
史
の
実
像
を
問
う
の
は
自
ず
か
ら
限
界
 
 

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
以
上
の
問
題
の
研
究
は
も
っ
と
多
 
 

様
な
材
料
と
側
面
か
ら
め
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
 
 

い
て
、
『
霊
異
記
』
の
渡
来
人
像
と
朝
鮮
観
を
調
べ
る
の
も
そ
れ
な
り
の
 
 

意
味
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 

注
 
 

（
1
）
 
堅
祖
氏
（
か
た
し
べ
、
か
た
そ
べ
）
は
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
の
「
未
 
 

定
雑
姓
」
の
申
に
「
百
済
国
人
堅
祖
為
智
」
の
子
孫
と
し
て
お
り
、
『
書
 
 

記
』
の
孝
穂
紀
に
「
狛
ノ
堅
祖
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
氏
族
が
朝
鮮
半
 
 

島
か
ら
の
渡
来
系
で
あ
る
事
が
分
か
る
。
船
道
民
（
ふ
な
の
む
ら
じ
）
 
 

は
、
船
史
の
後
の
船
氏
の
宗
族
で
こ
の
氏
族
は
百
済
の
王
族
の
出
と
さ
 
 

れ
る
。
行
基
の
俗
姓
高
志
（
こ
し
）
は
王
仁
を
祖
と
す
る
西
文
民
（
か
 
 

わ
ち
の
ふ
み
）
の
文
脈
で
あ
り
、
彼
の
母
の
姓
蜂
田
（
は
ち
だ
）
も
百
 
 

済
か
ら
の
渡
来
氏
族
の
姓
で
あ
る
。
智
光
は
俗
姓
を
鋤
田
連
（
す
重
た
 
 

の
む
ら
じ
）
か
ら
上
村
主
（
か
み
の
す
ぐ
り
）
と
改
め
た
の
を
見
る
と
 
 

渡
来
系
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら
「
村
主
」
（
す
ぐ
り
）
は
 
 

朝
鮮
系
の
渡
来
人
が
使
っ
た
姓
で
あ
る
。
彼
の
母
の
姓
飛
鳥
部
造
（
あ
 
 

す
か
べ
の
み
や
っ
こ
）
は
百
済
系
の
氏
族
で
あ
る
。
葦
崖
君
氏
は
摂
津
 
 

の
葦
屋
漢
人
の
一
族
で
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
「
葦
屋
漢
人
」
（
摂
津
国
 
 

諸
蕃
）
、
「
葦
屋
村
主
」
（
和
泉
国
論
蕃
）
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
漠
、
百
済
 
 

か
ら
の
渡
来
系
と
し
て
あ
る
。
た
だ
し
、
い
わ
ゆ
る
漠
系
と
さ
れ
る
氏
 
 

族
の
ほ
と
ん
ど
が
元
は
中
国
の
出
身
で
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
で
土
着
化
 
 

を
経
て
来
日
し
て
い
る
。
壬
那
氏
（
み
ま
な
）
ほ
三
名
聞
氏
（
み
ま
な
）
 
 

と
も
呼
び
、
加
羅
国
の
王
族
の
出
と
さ
れ
る
。
 
 

（
2
）
 
 
景
戒
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
（
イ
）
小
子
都
民
関
 
 

係
説
（
柳
田
国
男
）
、
（
ロ
）
大
伴
氏
関
係
説
（
志
田
淳
一
等
諸
氏
）
、
 
 

（
ハ
）
渡
来
氏
族
関
係
説
（
原
田
行
造
）
の
三
つ
の
説
が
あ
る
が
、
い
 
 

ず
れ
に
し
て
も
、
景
戒
が
渡
来
氏
族
と
学
問
の
上
で
つ
な
が
り
を
持
っ
 
 

て
い
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
 
 

（
3
）
 
井
上
光
貞
氏
は
論
文
「
王
仁
の
後
商
氏
族
と
そ
の
仏
教
 
－
 
上
代
仏
 
 

教
と
帰
化
人
の
関
係
に
就
い
て
の
一
考
察
 
－
 
」
（
『
史
学
雑
誌
』
五
四
 
 

1
九
、
一
九
四
三
年
に
所
収
）
の
中
で
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
 
 

初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
僧
侶
で
道
慈
、
智
光
、
慶
俊
、
勤
操
、
道
照
、
 
 

義
淵
、
行
基
、
良
弁
、
慈
訓
、
籠
命
、
行
表
、
最
澄
、
円
珍
等
十
三
人
 
 

を
渡
来
系
と
し
て
い
る
。
一
方
、
川
副
武
胤
氏
は
著
書
『
律
令
の
国
』
 
 

（
評
論
社
一
九
七
七
年
）
の
申
で
、
以
上
の
人
々
以
外
に
も
渡
来
系
僧
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侶
と
し
て
二
十
六
人
を
上
げ
て
い
る
。
 
 

（
4
）
 
大
和
の
葛
木
の
高
宮
郷
に
あ
っ
た
寺
で
、
現
在
は
礎
石
だ
け
が
残
さ
 
 

れ
て
い
る
。
 
 

（
5
）
 
現
在
の
広
島
県
三
紫
郡
三
谷
郷
に
あ
る
大
伽
藍
の
跡
に
比
定
さ
れ
 
 

る
。
 
 

（
6
）
 
大
和
飛
鳥
地
方
に
あ
っ
た
寺
。
現
在
の
安
居
院
・
飛
鳥
大
仏
の
地
。
 
 

崇
峻
元
年
（
五
八
八
）
に
蘇
我
馬
子
が
創
建
し
、
推
古
四
年
（
五
九
六
）
 
 

完
成
し
た
法
典
寺
（
飛
鳥
寺
）
を
い
う
。
こ
れ
を
元
興
寺
と
い
い
、
の
 
 

ち
平
城
遷
都
に
際
し
て
新
都
に
移
し
た
も
の
を
新
元
興
寺
と
い
う
。
 
 

（
7
）
 
現
在
の
高
市
都
高
取
町
の
子
亀
寺
、
商
法
華
寺
が
擬
せ
ら
れ
る
が
、
 
 

断
定
で
き
な
い
。
 
 

（
8
）
 
湊
氏
（
あ
や
）
は
四
・
五
世
紀
以
来
、
中
国
系
と
称
し
て
朝
鮮
半
島
 
 

か
ら
き
た
渡
来
氏
族
で
あ
る
。
上
記
の
三
人
は
皆
こ
の
氏
族
の
出
身
と
 
 

見
ら
れ
る
。
 
 

（
9
）
 
高
元
度
は
高
句
麗
系
の
人
で
、
唐
と
拗
海
と
外
交
に
当
た
っ
て
い
 
 

た
。
高
塵
氏
の
二
人
は
高
句
麗
が
滅
亡
し
た
際
来
日
し
た
高
倉
（
高
 
 

麗
）
福
宿
の
一
族
で
あ
り
、
陽
侯
玲
謬
は
漢
系
の
陽
侯
史
氏
（
や
こ
の
 
 

ふ
び
と
）
 
の
家
系
を
引
く
者
と
見
ら
れ
る
。
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